
ご説明の内容
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３ 参考(ご案内・農研機構組織紹介)

２ フードテックに関する農研機構技術シーズ

１ フードチェーンにおける農研機構技術シーズの位置づけ

3-1. ご案内
3-2. 農研機構組織紹介



農研機構の研究成果の発表会の開催
◼ 農研機構は、いち早く研究成果を発信するためプレスリリースを実施するほか、公的外部資金を活用した

プロジェクトは国主催のシンポジウムなどで研究成果を発表、農業界、産業界に対する研究成果の普及
浸透に努めています。

◼ 食品研究部門は、毎年11月につくば市の会議場で研究員が出席し個別研究テーマを説明する発表会
を開催、全国の食品企業が多数参加

◼ 農業情報研究センターWAGRI会員向け研究成果発表会を開催、次回は３月５日都内で開催

食品研究成果展示会 WAGRI 地方創生の研究成果発表会

農研機構食品研究成果展示会2023

開催日 2023年11月8日
開催場所 つくば国際会議場
開催概要
①第41回公開講演会
「おいしさ分析の新展開]「乳酸菌・発酵研

究-BRIDGEプロジェクトで目指すこと-」の2題の
講演（ハイブリッド開催）

②第21回研究成果ポスター展示
「おいしさ分析]「乳酸菌・発酵研究」「健康

機能」「加工・素材」「流通・品質評価」「安
全・信頼」の6テーマ85件のポスターを展示

WAGRIオープンデー
開催日 2023年8月25日
開催場所 東京都立産業貿

易センター台東館
開催概要
「デジタルで日本の農家を応援しま
す！農業 DX 横丁へようこそ」として、
WAGRIを利用してサービス展開の
事業者と生産現場関係者との交
流の場として開催。WAGRI会員19

団体より、さまざま農業データを活
用したサービスをご紹介

第5回九州沖縄経済圏スマートフードチェーン事業化
戦略会議
開催日  2023年10月5日
開催場所 福岡市科学館サイエンスホール
開催概要
九州沖縄地域の課題解決のため、かんしょ腐敗対策技術、イチゴ輸出
拡大等についてプロジェクト課題成果を報告

北海道十勝発スマートフードチェーンプロジェクト
事業化戦略会議2023

開催日  2023年3月24日
開催場所 帯広市民文化ホール
開催概要
北海道の課題解決のため、大規模畑作の生産性改善技術、スマート酪
農フードチェーンについてプロジェクト課題成果を報告

「かんしょのさらなる輸出拡大に向けた腐敗対策」シンポジウム
2024年3月7日 熊本市国際交流会館 6Fホール

【2023年度開催実績】
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【今後開催予定】

3-1. ご案内①



農研機構を知っていただくために

◼ 農研機構が開発した新しい品種や最新技術などの研究成果を冊子やパンフレット、動画でご紹介してい
ます。

◼ 公式SNSでは農研機構の研究成果やイベント等の情報を発信しています。

18

3-1. ご案内②

農研機構技報 
(NARO Technical Report)

広報誌  「NARO」

・特集 「食品を科学する」 -食品加工と新素材、分析法-

  安全で高品質な食品の提供のために

 1. 交流高電界から始まったミニマムヒーティング技術の応用

 2. 食品の高圧加工

 3. 塩味増強効果の評価と候補物質の探索

 4. ヒトミルクオリゴ糖主要構成成分の食品利用を指向した合成法

 5. 新しい成熟変異を活用したトマトの日持ち性改善

 6. 素材&加工法で澱粉消化性を制御

 7. 高アミロース米を利用した介護食用米粉の開発

・topics

機能性農産物を利用したNARO Style®弁当の開発とその活用

・温故知新

＠NAROchannel＠NARO.go.jp＠NARO_JP

公式SNS
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農研機構をご利用いただくために

◼ 農研機構では、民間企業の皆様方のニーズに応じた研究開発や研究成果の社会実装を積極的に推進
するため、資金提供型共同研究制度、受託研究制度、技術相談制度などの様々な連携制度をご用意

◼ ビジネスコーディネーターが、企業の皆さまとの事業開発に向け、皆さまと農研機構の橋渡しを担います

共同研究をしたい お困りごとの相談研究・調査をしたい

⚫ 有償技術相談⚫ 資金提供型共同研究 ⚫ 受託研究

農研機構の品種・技術・研究リソースをご活用して

企業様からの技術課題の相
談に対し、専門的立場から
企業様が求める解決策につ
いてアドバイス・サポートを行
います。

企業様の新たな商品やサー
ビスの開発に向けて、当機構
が研究を担当する部分の研
究費用の一部、または全額を
ご負担いただき、共同で研究
開発を行う制度です。

企業・団体様から研究や調
査を受託して当機構が実施
します。受託する研究や調
査の内容は、当機構が実施
する業務と密接に関係する
ものに限ります。

https://www.naro.go.jp/collab/system/business.html

資金提供型共同研究等に関するお問合せは、
Webサイトのお問合せフォームよりお願い致します。

3-1. ご案内③

https://www.naro.go.jp/collab/system/business.html


株式会社 農研植物病院®の設立

◼ 株式会社 農研植物病院®は農研機構発ベンチャー企業として2024年1月9日に設立
◼ 同社は、①輸出入検疫病害虫・雑草の検査 ②総合的病害虫・雑草管理（IPM）の普及拡大

③一次予防を重視した病害虫・雑草防除の総合コンサル ④営農者、種苗メーカー、農薬メーカー等関
係者へのリカレント教育を実施 2024.1.30プレスリリース「農研機構出資のベンチャー「株式会社農研植物病院」設立」

代表取締役 上山 健治

昭和60年旭化
成株式会社入
社、旭化成ホー
ムプロダクツ株式
会社チェーンスト
ア本部長兼 海
外営業部長、

旭化成パックス株式会社常務
取締役、旭化成株式会社消
費財事業本部新事業 開発
部長、同マーケティング＆イノ
ベーション本部食農プロジェクト
長を歴任。 令和５年４月から
国立研究開発法人 農業・食
品産業技術総合研究機構事
業開発部顧問就任 

令和６年１月から株式会社
農研植物病院代表取締役

会社概要

会社名： 株式会社農研植物病院

NARO PLANT HOSPITAL Co., Ltd.

代表取締役： 上山 健治

所在地： 茨城県つくば市観音台
2丁目1番地18

設立： 令和6年1月9日

資本金： 600万円

URL： https://naroph.jp

主な取引先：カネコ種苗(株)、鴻池運輸
(株)、(株)コメリ、日本曹達
(株)、日本農薬(株)、横浜
植木(株)、ライフテクノロジー
ズジャパン(株)(50音順、敬
称略)

事業内容

1. 輸出入検疫及び国
内流通向け自主検査の
ための病害虫・雑草診断
サービス(植物防疫法改
正への対応)

2. WAGRI総合的病害虫対
策  支援サービスの 提供・販
売とリモート・コンサルティング

3. 病害虫を発生させない
IPM技術の総合コンサル

4. 教育サービス

3-1. ご案内④

株式会社 農研植物病院®に関するお問い合わせ窓口

株式会社 農研植物病院 代表取締役 上山 健治 Tel. 090-1639-9151（直通）
20



農研機構 組織図（2023年4月1日現在）

理事長

基盤技術研究本部

セグメントⅠ

セグメントⅡ

・農業技術研究センター (農情研)

・農業ロボティクス研究センター (ロボ研)

・遺伝資源研究センター (資源研)

・高度分析研究センター (分析研)

・食品研究部門 (食品研)

・畜産研究部門 (畜産研)

・動物衛生研究部門 (動衛研)

・北海道農業研究センター (北農研)

・東北農業研究センター (東北研)

・中日本農業研究センター (中農研)

・西日本農業研究センター (西農研)

・九州沖縄農業研究センター (九沖研)

・農業機械研究部門 (農機研)

本部

・理事長室

・NARO開発戦略

センター (NDSC)

・みどり戦略・スマート

農業推進室

・企画戦略本部

・事業開発部

・知的財産部

・広報部

・管理本部

・人事部

・内部統制推進部

・評価室

・監査室

セグメントⅢ

セグメントⅣ

・作物研究部門 (作物研)

・果樹茶業研究部門 (果茶研)

・野菜花き研究部門 (野花研)

・生物機能利用研究部門 (生物研)

・農業環境研究部門 (農環研)

・農村工学研究部門 (農工研)

・植物防疫研究部門 (植防研)

種苗育種センター (種苗C)

生物系特定産業技術支援センター

(BRAIN)

副理事長・理事

監事
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3-2. 農研機構組織紹介①



⚫ 高速ネットワーク ⚫ AIスパコン「紫峰」

⚫ 農業統合DB

遺伝資源研究センター

農業情報研究センター ロボティクス研究センター

高度分析研究センター

農業データ連携基盤 AI 研究

農地データ

市況データ

土壌データ

生育予測

気象データ

収量マップ

農業データ
連携基盤

⚫ WAGRIによるデータの
連携・共有・提供

農業技術研究者AI研究専門家

⚫ 農業技術研究とAI研究の融合

⚫ AIデータ解析手法の開発

⚫ 人材育成・利用者教育

×

⚫ センシングから動作までの
協調システムなど

圃場や作物のセンシングと農作
業を無人で行う自律ロボット等
の開発

ドローンによる
センシング

⚫ 我が国随一のジーンバンクの管理と利用
(植物、動物、微生物)

植物遺伝資源
保管庫

植物種子コレクション

⚫ NMR、MRIなどの高度機器による分析

NAROラボ
分析機器群

MRIによる物性分析
(米の水分子分布)

◼ 情報研究基盤を核として、農業情報研究、ロボティクス研究、高度分析研究、遺伝資源研究
と研究部門等が連携し、それぞれの研究開発を加速

基盤技術研究本部

22
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⚫ 健康・嗜好可視化技術

⚫ 微生物利用・調理加工技術

⚫ オーダーメードヘルスケア食

⚫ データ駆動型流通・保存技術

食品研

研究セグメントⅠ：アグリ・フードビジネス

◼ 美味しくて健康に良い新たな食の創造

◼ 農畜産業・食品産業のビジネス競争力強化

Mission

NAROStyle®弁当

機能性成分(ポリフェノール、食物繊維、カロテノイド)
を多く含む農産物を使用したお弁当

⚫ データ駆動型スマート畜舎

⚫ スマート生産牧場構築

⚫ 国産飼料安定供給技術

⚫ 消費者嗜好に適合した食肉生産

⚫ メタン排出大幅削減

⚫ アニマルウェルフェア家畜管理

⚫ 野生鳥獣被害対策

⚫ 人獣共通感染症監視体制

⚫ 診断法及びワクチン開発・実用化

⚫ 越境性家畜感染症のまん延防止

⚫ データ駆動型疾病管理システム

畜産研 動衛研

3-2. 農研機構組織紹介③
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研究セグメントⅡ：スマート生産システム

◼ スマート生産システムにより食料自給力向上

◼ 農業従事者の所得増大・地方創生

⚫ データ駆動型スマート生産・飼養
管理システム

⚫ データ駆動型ロボット生産システム

⚫ 露地野菜省力機械化技術

⚫ ICT活用高収益輪作システム

⚫ 野菜シームレス周年生産技術

⚫ デジタル土壌管理

⚫ 放射性物質移行低減

⚫ 高品質野菜生産システムの
グリーン化

⚫ データ駆動型畑作物複合経営

⚫ 高収益輪作体系

⚫ 地産地消ビジネスモデルシステム

⚫ エネルギー自給園芸ハウス

⚫ 地域ブランド牛生産

⚫ 和牛肉輸出力強化

⚫ データ駆動型かんしょ・野菜生産

⚫ 水田フル活用・作付最適化

⚫ データ駆動型知能化機械

⚫ 国際標準化

⚫ 小型電動ロボット

⚫ AI農作業安全システム

ロボットトラクター

北農研 東北研 中農研

西農研 九沖研 農機研

3-2. 農研機構組織紹介④

Mission
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◼ バイオとAI技術を駆使し、農業・食品産業を強化

◼ 新たなバイオ産業を創出

Mission

研究セグメントⅢ：アグリバイオシステム

⚫ 先導的育種素材作出

⚫ 競争力に優れた作物

⚫ ビッグデータ活用高速育種技術

⚫ 未利用遺伝資源活用作物デ
ザイン技術

⚫ 高国際競争力果樹新品種育成

⚫ データ駆動型栽培管理システム

⚫ 機能性カンキツ品種育成

⚫ 健康機能性茶品種育成

⚫ 大規模スマート生産

⚫ データ駆動型高効率施設野菜・花き生産

⚫ 露地野菜・花きニーズ対応安定出荷

⚫ 病害虫抵抗性品種

⚫ 機能性品種開発

⚫ ゲノム・表現型情報の育種基盤

⚫ 医薬品原薬・新機能シルク

⚫ 生物素材の高付加価値加工

⚫ 新規有用昆虫機能強化

⚫ 革新的昆虫制御技術

⚫ ゲノム編集技術体系精緻化

⚫ ゲノム編集農作物創出

⚫ 最先端バイオテクノロジー

作物研 果茶研

野花研 生物研

3-2. 農研機構組織紹介⑤
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研究セグメントⅣ：ロバスト農業システム

◼ 農業生産性向上、地球環境保全

◼ 気候変動に対する農業のロバスト化

Mission

ICT水管理

⚫ 温室効果ガス削減

⚫ データ駆動型土壌管理

⚫ 気候変動適応型農業

⚫ 有害化学物質動態解明

⚫ 農業生産・健全生態系両立

⚫ 農業インフラ情報デジタルプラットフォーム

⚫ 農業インフラ高性能・低コスト化

⚫ 水利システムリアルタイム制御

⚫ 地産地消型エネルギーシステム

⚫ 越境性病害虫・高リスク病害虫防除
技術

⚫ 最先端無農薬防除技術

⚫ 果樹・茶病害虫環境負荷軽減型防
除技術

⚫ データ駆動型作物病害虫防除技術

⚫ 外来雑草・難防除雑草侵入防止・
防除技術

環境研 植防研

農工研

3-2. 農研機構組織紹介⑥



第2回フードテックビジネスコンテストの開催

食に関する社会課題を解決するビジネスアイデアを個人・企業等より幅広く募集し、
フードテックの認知度向上と本分野における新ビジネスの創出を目的に「未来を創
る！フードテックビジネスコンテスト」を開催。

大会終了後には、VCや協賛企業等との交流会を実施。

本戦大会
出場者

所属 ビジネスプラン名

アイデア
部門

金沢 恵子 神戸情報大学院大学 Edu MEAL：食事と連動した動画配信による食育サービス

齋藤 典之 合同会社ノーエン 多様化する消費者の嗜好に合った農産物を提案するAgriColor

遠崎 英史 (株)プラントフォーム
中山間地域の棚田を利用した循環農業（アクアポニックスシステ
ム）・グリーンエネルギー（ソーラー）活用

最優秀賞

本多 隆史 ミツイワ(株) 3Dフードプリンターとロボット・AIによる新サービスモデル

南 俊輔 ほか グロービス経営大学院 もったいない文化×センサー技術×AIによる食品ロス問題解決 優秀賞

ビジネス
部門

荻曽 友貴 (株)HITOKUCHI 47都道府県 究極フルーツチョコレートシリーズ

風岡 俊希 (株)エンドファイト
エンドファイト「Dark-septate endophyte」を活用した荒廃土
壌上での高付加価値な再生型農業の実現

最優秀賞

倉橋 大希 RE:ARTH キノコ革命～コーヒーから始まる循環型キノコ栽培～

佐々木 佑介 (株)きゅうりトマトなすび 3D 解析技術と農業特化型LLM を用いたデジタルツイン農業

中村 慎之祐 (株)グリーンエース 粉末化技術で“未利用食品”を新たな食品へ生まれ変わらせる 審査員特別賞

平林 馨 (株)ストラウト 魚病早期診断システム開発プロジェクト

山口 孝司 AGRIST(株) ハウスの可視化を加速するSustagram Farm 優秀賞

本選審査員５名：荻野浩輝氏（一般社団法人AgVentureLab代表理事理事長）、長田昌士氏（明治ホールディングス株式会社ウェルネスサイエンスラボ ラボ長）
柏原正樹（味の素株式会社執行役ビジネスモデル変革担当コーポレート本部グリーン事業推進部長）、田中宏隆氏（株式会社UnlocX 代表取締役）
松本恭幸氏（アグリビジネス投資育成株式会社取締役代表執行役兼最高投資責任者）

※最優秀賞、優秀賞はアイデア、ビジネスの各部門に設定

開催レポートはこちらから
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